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令和年月日 金曜日 第号官 報

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
指
定

す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
金
融
庁
七
六
）

〇
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
特
定
水
産
資

源
（
に
た
り
く
じ
ら
）
の
採
捕
の
停
止
に

関
す
る
件
（
農
林
水
産
一
五
七
三
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
件

（
総
務
三
八
四
）

〇
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
五
十
八
条

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
動
車
を

認
定
し
た
件
（
国
土
交
通
一
二
七
三
）

〇
信
号
符
字
を
点
附
し
た
件（
同
一
二
七
四
）

〇
信
号
符
字
を
取
り
消
し
た
件

（
同
一
二
七
五
）

〇
船
舶
国
籍
証
書
を
無
効
と
し
た
件

（
同
一
二
七
六
）

〇
船
舶
国
籍
証
書
が
無
効
と
な
っ
た
件

（
同
一
二
七
七
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
一
二
七
九
、
一
二
八
〇
）

〇
航
路
標
識
に
関
す
る
件

（
海
上
保
安
庁
三
八
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
九
九
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

法
務
省

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

九
州
地
方
整
備
局
公
示（
九
州
地
方
整
備
局
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
北
海
道
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
二
、
兵
庫

同
三
）

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
の
決
定
に
関

し
、
関
係
船
員
及
び
関
係
使
用
者
の
意
見
聴

取
に
関
す
る
公
示（
九
州
地
方
交
通
審
議
会
）

〇
登
録
基
幹
技
能
者
講
習
実
施
機
関
の
登
録

事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
同
一
二
七
八
）

国
家
試
験

令
和
八
年
度
の
衛
生
管
理
者
試
験
の
実
施
に

関
す
る
公
示
（
国
土
交
通
省
）

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
国
土
調
査
と
同
一
の

効
果
が
あ
る
も
の
と
し
て
の
指
定
の
公
告

（
国
土
交
通
省
）

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
省
告
示
配
一
五
二
）

除
籍
が
滅
失
し
た
件
（
同
一
五
三
）

戸
籍
が
滅
失
し
た
件
（
同
一
五
四
）

重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
及
び
保
持
者
の
認

定
の
件
（
文
部
科
学
省
告
示
配
三
）

重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
の
追
加
認
定
の

件
（
同
四
）

重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
死
亡
に
よ
る
指

定
解
除
及
び
認
定
解
除
の
件
（
同
五
、
六
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁信

託
会
社
等
営
業
保
証
金
取
戻
し
、財
団
、

公
示
送
達
、
犯
罪
被
害
財
産
支
給
手
続
開

始
決
定
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
会
社
更
生
、

再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以

下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
金
融
商
品
取
引
業
者
等
）

（
金
融
商
品
取
引
業
者
等
）

第
一
条

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第

二
項
及
び
第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
の
金
融
庁
長

官
の
指
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
、
取
引
所
取

引
許
可
業
者
、
特
例
業
務
届
出
者
及
び
海
外
投
資

家
等
特
例
業
務
届
出
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す

る
。

第
一
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
八
十
七

略
﹈

﹇
一
〜
八
十
七

同
上
﹈

八
十
八

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｏ

八
十
八

ジ
ャ
フ
コ

グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

﹇
八
十
九
〜
百
十
六

略
﹈

﹇
八
十
九
〜
百
十
六

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍

線
は
注
記
で
あ
る
。

そ

の

他

告

示

令和年月日 金曜日 第号官 報

2026
Ｇ
Ｅ
0002


11

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


12

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


13

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


14

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


15

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


16

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


17

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


18

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


19

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


20

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


21

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


22

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


23

〃
〃

〃

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
七
十
三
号

特
定
水
産
資
源
の
採
捕
の
停
止
に
関
す
る
省
令
（
令
和
二
年
農
林
水
産
省
令
第
六
十
九
号
）
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

資
源
管
理
基
本
方
針
（
令
和
二
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
八
十
二
号
）
別
紙
２

36
に
規
定
す
る
に
た
り
く
じ

ら
母
船
式
捕
鯨
業
に
お
け
る
に
た
り
く
じ
ら
の
漁
獲
量
の
総
量
が
当
該
大
臣
管
理
区
分
に
係
る
大
臣
管
理
漁
獲
可
能
量

を
超
え
る
お
そ
れ
が
著
し
く
大
き
く
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一

号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
八
十
四
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

一

名

称

令
和
八
年
度
日
米
共
同
統
合
演
習
（
キ
ー
ン
・
ソ
ー
ド
27
）
参
加
部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
十
月
十
六
日
か
ら
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

四
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
七
十
三
号

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

令
和
八
年
九
月
十
日
次
の
と
お
り
自
動
車
を
認
定
し
た
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

認
定
番
号

車
名
及
び
型
式

車
体
の
形
状

認
定
を
受
け
た
者
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
住
所

2026
Ｇ
Ｅ
0002


１

キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
７
Ｂ
Ｕ


Ｔ
１
Ｕ
Ｌ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン

ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
東
京
都
品
川
区
東

品
川
四
丁
目
12番
８
号

2026
Ｇ
Ｅ
0002


２

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


３

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


４

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


５

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


６

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


７

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


８

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


９

〃
〃

〃

2026
Ｇ
Ｅ
0002


10

〃
〃

〃

〇
金
融
庁
告
示
第
七
十
六
号

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
指
定
す
る
件
（
平
成
十
九
年
金
融
庁
告
示
第
九
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊





令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

2026ＧＥ0002
24

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
25

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
26

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
27

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
28

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
29

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
30

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
31

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
32

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
33

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
34

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
35

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
36

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
37

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
38

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
39

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
40

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
41

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
42

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
43

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
44

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
45

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
46

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
47

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
48

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
49

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
50

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
51

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
52

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
53

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
54

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
55

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
56

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
57

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
58

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
59

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
60

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
61

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
62

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
63

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
64

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
65

〃 〃 〃

2026ＧＥ0002
66

〃 〃 〃

ＪＤ5692 145159 びさん丸 8. 8. 4
ＪＤ5699 145165 第二共福丸 8. 8.10
７ＫＶＪ 145155 永希丸 8. 8.17
７ＫＶＫ 145122 ＮＥＰＴＵＮＥ

ＬＥＡＤＥＲ
8. 8.17

７ＫＴＶ 145014 はまなす 8. 8.18
７ＫＶＲ 145182 ＮＳＵ ＮＥＷＳ

ＴＡＲ
8. 8.18

ＪＤ5689 145156 国隆丸 8. 8.18
ＪＤ5698 145163 第七広祥丸 8. 8.19
７ＫＶＷ 145195 ＭＩＴＳＵＩ Ｏ

ＣＥＡＮ ＳＡＫ
ＵＲＡ

8. 8.20

ＪＤ5712 145184 第百山陽丸 8. 8.20
ＪＤ5673 145135 第三天祐丸 8. 8.21
ＪＤ5719 145194 櫻 8. 8.24
７ＫＵＮ 145094 ＣＯＳＭＯＳ Ｌ

ＥＡＤＥＲ
8. 8.31

ＪＤ5724 145205 とよわか 8. 8.31

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 七 十 四 号

次 の 信 号 符 字 を 点 附 し た の で 、 船 舶 法 施 行 細 則

（ 明 治 三 十 二 年 逓 信 省 令 第 二 十 四 号 ） 第 十 九 条 の

規 定 に よ り 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

信号符字 船 舶
番 号 船 名 点 附

年月日
令和

ＪＤ5605 145033 蓉翔丸 8. 7. 3
ＪＤ5696 145161 第十五興徳丸 8. 7. 3
ＪＤ5713 145186 鶴進 8. 7. 3
ＪＤ5651 145093 第五十七大吉丸 8. 7.13
ＪＤ5687 145153 神隆丸 8. 7.16
ＪＤ5669 145128 しまあかり 8. 7.23
７ＫＶＰ 145175 ＰＬＥＩＡＤＥＳ

ＳＰＩＲＩＴ
8. 7.24

７ＫＱＵ 144794 ＤＩＳＣＯＶＥＲ
Ｙ

8. 7.28

ＪＤ5721 145201 伸大誠 8. 7.29
７ＫＶＺ 145198 第二ふじ丸 8. 7.31

ＪＤ5695 145160 みわやま 8. 7.31
ＪＤ5644 145083 第六十冨美丸 8. 8. 4





点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

下 小 島 川 （ イ ）

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

長 崎 県 佐 世 保 市 指 方 町 の 区 域 内 の 土 地 の う

ち 、 次 の 一 点 か ら 二 十 一 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線

及 び 一 点 と 二 十 一 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地

の 区 域

１ 3306505042 12947180211

２ 3306502471 12947176401

３ 3306502024 12947169721

４ 3306502720 12947167941

５ 3306505658 12947093216

６ 3306509560 12947156449

７ 3306513072 12947150106

８ 3306518713 12947140290

９ 3306524105 12947124348

10 3306538226 12947122834

11 3306542807 12947129407

12 3306541931 12947143837

13 3306537478 12947150111

14 3306523349 12947147739

15 3306510513 12947162107

16 3306510134 12947163416

17 3306509324 12947163933

18 3306504633 12947170653

19 3306504394 12947172187

20 3306506608 12947177556

21 3306506950 12947180695

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

轟 木 谷 一 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

宮 崎 県 北 諸 県 郡 三 股 町 大 字 長 田 の 区 域 内 の 土

地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 七 点 ま で を 順 次 結 ん だ

線 及 び 一 点 と 七 点 を 平 成 十 九 年 国 土 交 通 省 告 示

第 五 百 三 号 で 指 定 し た 同 号 四 に 掲 げ る 土 地 の 境

界 線 に 沿 っ て 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3143408572 13110072123

２ 3143422472 13010062575

３ 3143425791 13010061634

４ 3143428951 13010061174

５ 3143431485 13010063985

６ 3143431875 13010069005

７ 3143429769 13010072042

令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報 ７ＪＹＪ 142754 ＹＡＭＡＴＯＧＡ

ＷＡ
8. 7.22

ＪＤ3323 141632 第八共徳丸 8. 7.23
ＪＬ6559 136461 第二おりいぶ 8. 7.23
７ＪＭＶ 141744 ＯＲＩＨＩＭＥ 8. 7.24
ＪＤ2641 140746 駿河丸 8. 7.24
ＪＤ4729 143741 第二大師丸 8. 7.24
ＪＧ5734 137170 しおかぜ 8. 7.24
ＪＩ3416 131671 淀丸 8. 7.24
ＪＫ5004 131738 第八和丸 8. 7.29
７ＫＮＮ 144422 ＫＥＹ ＨＵＮＴ

ＥＲ
8. 7.30

ＪＤ2005 140036 第八東海丸 8. 8. 3
ＪＫＲＮ 120134 第二十八常磐丸 8. 8. 4
ＪＤ2846 140904 第十八松島丸 8. 8. 4
ＪＫ5565 136145 第五十五博晴丸 8. 8. 7
ＪＪ3817 132319 第六日興丸 8. 8.12
ＪＤ2767 140806 若佑丸 8. 8.13
ＪＧ5461 135822 第二十五大精丸 8. 8.19
ＪＭ4666 122916 第三東興丸 8. 8.19
ＪＭ6281 133557 天長丸 8. 8.20
ＪＲＳＧ 131903 第八東栄丸 8. 8.24
ＪＩ3716 137242 第二十三浪速丸 8. 8.25
７ＪＸＡ 142683 ＳＨＩＮ ＫＯＨ

Ｏ
8. 8.27

ＪＲＩＩ 130903 第五十八大洋丸 8. 8.28
ＪＩ3404 131634 三石丸 8. 8.28
ＪＥＤＵ 133186 第五十一福久丸 8. 8.31
ＪＪ3578 130793 住栄丸 8. 8.31

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 七 十 五 号

次 の 信 号 符 字 を 取 り 消 し た の で 、 船 舶 法 施 行 細

則 （ 明 治 三 十 二 年 逓 信 省 令 第 二 十 四 号 ） 第 十 九 条

の 規 定 に よ り 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

信号符字 船 舶
番 号 船 名 取 消

年月日
令和

ＪＤ3850 142407 扇丸 8. 7. 1
ＪＬ6256 134835 第二十八三幸丸 8. 7. 2
ＪＤ4034 142702 第八めいわ丸 8. 7. 3
ＪＩＪＴ 131591 第108海王丸 8. 7. 7
ＪＩ2949 119644 第十七日漁丸 8. 7. 7
ＪＩ2950 119645 第十八日漁丸 8. 7. 7
ＪＫ5626 136191 えたじま 8. 7. 7
ＪＨ3269 133188 第八盛福丸 8. 7.14
ＪＪ3476 129118 美寿丸 8. 7.14
ＪＩＫＶ 133210 第五十八博洋丸 8. 7.16
ＪＧ5692 137153 新共和丸 8. 7.17
ＪＤ2266 140337 三春丸 8. 7.21

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 七 十 六 号

次 の 船 舶 国 籍 証 書 を 無 効 と し た の で 、 船 舶 法 施

行 細 則 （ 明 治 三 十 二 年 逓 信 省 令 第 二 十 四 号 ） 第 四

十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

証書番号 証書の
日 付

船 舶
番 号 船 名

令和
Ａ251911004 7. 3.25 135414 第二十八三垂

丸

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 七 十 七 号

次 の 船 舶 国 籍 証 書 は 無 効 と な っ た の で 、 船 舶 法

施 行 細 則 （ 明 治 三 十 二 年 逓 信 省 令 第 二 十 四 号 ） 第

四 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

証書番号 証書の
日 付

船 舶
番 号 船 名

令和
Ａ231912002 5. 5.16 137080 キャンディア

ンドハナ

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 七 十 八 号

建 設 業 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 四 年 建 設 省 令 第 十

四 号 ） 第 十 八 条 の 九 の 規 定 に よ り 、 同 規 則 第 十 八

条 の 六 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 変 更 の

届 出 が あ っ た の で 、 同 規 則 第 十 八 条 の 十 八 第 二 号

の 規 定 に よ り 、 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

登 録 番 号 33

登 録 基 幹 技 能 者 講 習 実 施 機 関 の 名 称

一 般 社 団 法 人 全 国 板 硝 子 商 工 協 同 組 合 連 合

会
変 更 後 の 代 表 者 の 氏 名 中 村 勉

変 更 年 月 日 令 和 八 年 六 月 十 二 日

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 七 十 九 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 八 十 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 海 上 保 安 庁 告 示 第 三 十 八 号

航 路 標 識 の 廃 止 に つ い て 、 航 路 標 識 法 （ 昭 和 二

十 四 年 法 律 第 九 十 九 号 ） 第 二 十 四 条 の 規 定 に よ り 、

次 の よ う に 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日
海 上 保 安 庁 長 官 宮 澤 康 一

名 称 網 田 港 東 導 流 堤 灯 台

位 置

所 在 地 熊 本 県 宇 土 市 （ 網 田 港 東 導 流 堤

外 端 ）

北 緯 三 二 四 〇 〇 六

東 経 一 三 〇 三 二 一 〇

廃 止 年 月 日 令 和 八 年 八 月 三 十 日

名 称 輪 島 市 沖 海 洋 観 測 Ａ Ｉ Ｓ 信 号 所

位 置

所 在 地 竜 ケ 埼 灯 台 （ 石 川 県 輪 島 市 ） の

北 北 東 方 約 二 九 キ ロ メ ー ト ル

北 緯 三 七 三 八 二 五

東 経 一 三 七 〇 二 四 一

廃 止 年 月 日 令 和 八 年 九 月 十 五 日

名 称 輪 島 市 沖 海 洋 観 測 施 設 灯

位 置

所 在 地 竜 ケ 埼 灯 台 （ 石 川 県 輪 島 市 ） の

北 北 東 方 約 二 九 キ ロ メ ー ト ル

北 緯 三 七 三 八 二 五

東 経 一 三 七 〇 二 四 一

廃 止 年 月 日 令 和 八 年 九 月 十 五 日


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令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
九
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
十
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

二
百
十
号

う
き
は
市
吉
井
町
桜
井
字
平
野
一
六
九
番
一
か
ら
同
市
浮
羽
町
朝

田
字
西
大
崎
二
三
三
番
一
ま
で

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
福

岡
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
十
六
日

衆

議

院

弔
詞九

月
十
七
日
議
員
渡
辺
孝
一
君
が
死
去
さ
れ
た
の
で
、

十
月
十
四
日
、
本
院
は
次
の
弔
詞
を
贈
っ
た
。

衆
議
院
は

多
年
憲
政
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
議
員
正

四
位
旭
日
重
光
章

渡
辺
孝
一
君
の
長
逝
を
哀
悼
し

つ
つ
し
ん
で
弔
詞
を
さ
さ
げ
ま
す

質
問
書
提
出

十
月
十
四
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

Ｒ
Ｄ
ワ
ー
カ
ー
と
い
わ
れ
る
難
病
患
者
等
の
就
労
促
進

に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
長
妻
昭
提
出
）

質
問
書
転
送

十
月
十
四
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
日
常
化
の
防
止
等
に
関
す
る
質
問
主
意

書

参

議

院

質
問
主
意
書
提
出

十
月
十
四
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。ガ

ザ
地
区
外
へ
の
医
療
搬
送
を
必
要
と
す
る
患
者
の
日

本
で
の
受
入
れ
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
奥
田
ふ
み
よ

提
出
）（
第
七
号
）

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
等
に
向
け
た
中

長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
奥
田
ふ

み
よ
提
出
）（
第
八
号
）

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
に
基
づ
く
入
国
拒
否
理

由
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
奥
田
ふ
み
よ
提
出
）（
第
九

号
）

質
問
主
意
書
転
送

十
月
十
四
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

就
労
移
行
支
援
体
制
加
算
の
適
正
化
と
一
般
就
労
へ
の

移
行
実
績
の
評
価
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
石
垣
の
り

こ
提
出
）（
第
六
号
）

法

務

省

法
務
事
務
官

青
木

典
子

同

青
山

耕
治

同

秋
山
亜
希
子

同

浅
野

敏
之

同

有
原

正
代

同

飯
田

素
子

同

飯
塚

美
香

同

池
田

裕
樹

同

石
井
多
加
子

同

石
田

映
子

同

石
橋

紀
宏

同

井
上

喜
蔵

同

今
井

唯
市

同

岩
井

宏
之

同

岩
﨑

功
治

同

岩
下

雄
二

同

内
田

高
城

同

海
老
原
幸
子

同

大
濵

賢
彦

同

大
森

尉
匡

同

加
藤

和
孝

同

神
谷

明
美

同

川
上

洋
一

同

河
津
奈
美
絵

同

河
村

素
子

同

川
本

秀
文

同

黒
坂

美
和

同

高
山

達
司

同

後
藤

美
紀

同

小
林

圭
介

同

坂
本

深
雪

同

佐
藤

智
尚

同

澤
田

勝
弘

同

島
貫

悟

同

清
水

真
琴

同

下
村

和
正

同

白
川

吉
郎

同

関
田

徹

同

高
木

一
浩

同

髙
木

大
輔

同

髙
木

優

同

高
田

寿
人

同

髙
柳

正
明

同

瀧

広
治

同

宅
原

薫

同

田
代

尚
昌

同

立
野

光
男

同

田
中

直
樹

同

富
樫

剛
史

同

永
田

敦
子

同

中
西

毅
彦

同

中
村

卓
意

同

中
山
要
次
郎

同

西
村

孝

同

野
村

和
身

同

野
村

正
嗣

同

長
谷
川
泰
之

同

畑
野

雅
彦

同

羽
生

真
人

同

林

潤
子

同

林

雅
明

同

舟
山

一
次

同

堀
内

章
弘

同

松
浦

伯
充

同

松
田

美
佳

同

松
村

謙
一

同

皆
川

征
治

同

箕
浦

裕
幸

同

三
原

俊
夫

同

望
月

亮
一

同

森

正
裕

同

森
田

勝
人

同

矢
島

光

同

山
際

博

同

山
田

賢
治

同

山
本

貴
典

同

山
森

航
太

同

吉
儀

弘
美

同

吉
光

正
文

同

和
久
田
明
生

同

渡
辺

亮

令
和
八
年
度
司
法
書
士
試
験
委
員
（
口
述
試
験
担
当
）
に

併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
と
す
る

（
各
通
）（
十
月
九
日
）

〇
叙
位（

京
都
大
学
名
誉
教
授
）

金
子

武
嗣

従
四
位
に
叙
す
る

田
北

和
義

正
五
位
に
叙
す
る

新
島

一
雄

椋
野

清
美

守
屋
與
志
三

横
溝

義
久

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

釘
崎

經
夫

三
木

實
治

山
田

陽
一

吉
野

明
政

綿
貫

沢

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

潟
田

章
吉

河
西

紀
道

佐
藤

昭

福
田

達
雄

宮
渕

隆

柳
本

秀
男

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

福
光

昭
三

正
七
位
に
叙
す
る

（
警
視
庁
警
部
補
）

保
田

貴
紀

山
口

教
夫

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
七
日
）

（
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
）

井
上

正
篤

正
四
位
に
叙
す
る

（
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）

北
川

曉
子

従
四
位
に
叙
す
る

大
塚

喜
英

佐
野

真

関
谷

忠
泉

山
本

富
一

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

浅
井

孝
志

荒
巻

修

小
川

聰

小
野
寺
文
治
郎

北
村
榮
三
郎

木
村

優
仁

佐
藤

友
棋

竹
永

武
志

長
岡

勉

山
下

米
生

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

板
垣

正
義

一
色

健
輔

岩
上

國
夫

金
子

信
明

小
瀧

光
男

田
村

哲
夫

塚
本

秀
昭

半
田

一
磨

藤
代

實

（
大
分
県
警
部
）

丸
井

孝
之

行
實

弘
之

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

藏
掛

義
昭

正
七
位
に
叙
す
る

佐
々
木

浩

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
八
日
）

田
口

弘
明

渡
邊

邦
夫

従
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）唐

澤

直
人

山
本

克
巳

（
兵
庫
県
議
会
議
員
）

山
本

敏
信

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

岩
見

千
年

梅
村

直

東
原

貢

松
原

正
幸

森

哲
也

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

井
上

正
勝

金
田

正
信

上
久
保
一
夫

蛇
川

雄
司

永
峰

藤
雄

長
谷
川
虹
兒

渡
部

勝

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

安
河
内

洋

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
九
日
）

長
尾

一
彦

従
四
位
に
叙
す
る
（
九
月
十
二
日
）

〇
叙
勲（

兵
庫
県
議
会
議
員
）

山
本

敏
信

旭
小

渡
邊

邦
夫

旭
日
中
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
九
日
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

金
子

武
嗣

守
屋
與
志
三

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

潟
田

章
吉

佐
藤

昭

田
畑
紀
巳
治

福
光

昭
三

増
田

武
彦

椋
野

清
美

山
口

教
夫

山
田

陽
一

綿
貫

沢

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

高
橋

正

人
見

清
治

福
田

達
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
七
日
）

小
川

聰

（
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）

北
川

曉
子

佐
野

真

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

浅
井

孝
志

板
垣

正
義

小
野
寺
文
治
郎

藏
掛

義
昭

佐
藤

友
棋

長
岡

勉

半
田

一
磨

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

河
野

幸
博

佐
々
木

浩

（
大
分
県
警
部
）

丸
井

孝
之

行
實

弘
之

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
八
日
）

上
久
保
一
夫

松
原

正
幸

森

哲
也

安
河
内

洋

山
本

克
巳

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
九
日
）田

齋

明
夫

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
十
二
日
）
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官 庁 報 告

令
和

年
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
日
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日

第
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


号

官
報

官 庁 事 項

九 州 地 方 整 備 局 公 示

道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 三 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 道 路 の 占 用 を 制 限 す る

区 域 を 指 定 す る こ と と し た の で 、 同 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 次 の と お り 公 示 す る 。

そ の 関 係 図 面 は 、 令 和 八 年 十 月 十 六 日 か ら 二 週 間 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日 九 州 地 方 整 備 局 長 森 下 博 之

道 路 の 種 類 一 般 国 道

路 線 名 三 号

占 用 を 制 限 す る 区 域

区 域 備 考

鳥 栖 市 酒 井 西 町 字 溝 狭 間 八 八 四 番 二 か ら 同 市 酒 井 西 町 字 溝 狭 間 八 九 〇 番 一 ま

で

制 限 の 対 象 と す る 占 用 物 件 新 た に 地 上 に 設 け る 電 柱 （ 占 用 の 制 限 の 開 始 の 期 日 よ り 前 に 占 用 を

認 め ら れ た 電 柱 の 更 新 又 は 移 設 に よ る も の を 除 く 。 ）

た だ し 、 電 柱 を 地 上 に 設 け る や む を 得 な い 事 情 が あ り 、 当 該 道 路 の

敷 地 外 に 直 ち に 用 地 を 確 保 す る こ と が で き な い と 認 め ら れ る 場 合

は 、 こ の 限 り で な い 。

占 用 を 制 限 す る 理 由 緊 急 輸 送 道 路 の 占 用 を 制 限 す る こ と に よ り 、 災 害 が 発 生 し た 場 合 に

お け る 被 害 の 拡 大 を 防 止 す る た め 。

占 用 の 制 限 の 開 始 の 期 日 令 和 八 年 十 月 十 七 日

図 面 縦 覧 場 所 九 州 地 方 整 備 局 及 び 同 局 佐 賀 国 道 事 務 所

道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 三 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 道 路 の 占 用 を 制 限 す る

区 域 を 指 定 す る こ と と し た の で 、 同 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 次 の と お り 公 示 す る 。

そ の 関 係 図 面 は 、 令 和 八 年 十 月 十 六 日 か ら 二 週 間 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日 九 州 地 方 整 備 局 長 森 下 博 之

道 路 の 種 類 一 般 国 道

路 線 名 二 百 十 号

占 用 を 制 限 す る 区 域

区 域 備 考

う き は 市 吉 井 町 桜 井 字 平 野 一 六 九 番 一 か ら 同 市 浮 羽 町 朝 田 字 西 大 崎 二 三 三 番

一 ま で
制 限 の 対 象 と す る 占 用 物 件 新 た に 地 上 に 設 け る 電 柱 （ 占 用 の 制 限 の 開 始 の 期 日 よ り 前 に 占 用 を

認 め ら れ た 電 柱 の 更 新 又 は 移 設 に よ る も の を 除 く 。 ）

た だ し 、 電 柱 を 地 上 に 設 け る や む を 得 な い 事 情 が あ り 、 当 該 道 路 の

敷 地 外 に 直 ち に 用 地 を 確 保 す る こ と が で き な い と 認 め ら れ る 場 合

は 、 こ の 限 り で な い 。

占 用 を 制 限 す る 理 由 緊 急 輸 送 道 路 の 占 用 を 制 限 す る こ と に よ り 、 災 害 が 発 生 し た 場 合 に

お け る 被 害 の 拡 大 を 防 止 す る た め 。

占 用 の 制 限 の 開 始 の 期 日 令 和 八 年 十 月 十 七 日

図 面 縦 覧 場 所 九 州 地 方 整 備 局 及 び 同 局 福 岡 国 道 事 務 所

労 働

最低賃金の改正決定に関する公示
北海道労働局最低賃金公示第２号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、北海道電子部品・デバイ
ス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具
製造業最低賃金（平成20年北海道労働局最低賃金
公示第３号）の一部を次のように改正する決定を
したので、同法第19条第１項の規定により公示す
る。
令和８年 10 月 16 日

北海道労働局長 村松 達也
第４号中「１時間1116円」を「１時間1174円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月１日から効力を生ず
る。

兵庫労働局最低賃金公示第３号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、兵庫県輸送用機械器具製造
業最低賃金（平成20年兵庫労働局最低賃金公示第
４号）の一部を次のように改正する決定をしたの
で、同法第19条第１項の規定により公示する。
令和８年 10 月 16 日

兵庫労働局長 金成 真一
第４号中「１時間1188円」を「１時間1243円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月１日から効力を生ず
る。

３ 適用する使用者
 国内各港間のみを航海する船員法（昭和22
年法律第100号）第１条に規定する船舶のう
ち、次の各号に掲げるもの（漁船、海上旅客
運送業又はサルベージ業に従事する船舶を除
く。）の船舶所有者であって、前項の地域内に
主たる船員の労務管理の事務を行う事務所を
有する者（船員法第５条の規定に基づき、船
舶所有者に関する規定の適用を受ける者を含
む。）
 平水区域を航行区域とする鋼船
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン未満の鋼船
 鋼製はしけ
 木船
 旅客運送の用に供する船員法第１条に規定
する船舶のうち、次の各号に掲げるものの船
舶所有者であって、前項の地域内に主たる船
員の労務管理の事務を行う事務所を有する者
（船員法第５条の規定に基づき、船舶所有者
に関する規定の適用を受ける者を含む。）
 平水区域を航行区域とする船舶
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン未満の船舶
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン以上の船舶で、その航行区域が平水区
域から当該船舶の最強速力で２時間以内に
往復できる区域に限定されているもの

船員の特定最低賃金の改正の決定に関し、関係船
員及び関係使用者の意見聴取に関する公示
九州地方交通審議会は、九州内航鋼船運航業及
び木船運航業最低賃金（平成９年九州運輸局最低
賃金公示第５号）、九州海上旅客運送業最低賃金
（平成９年九州運輸局最低賃金公示第６号）、九
州漁業（底びき網）最低賃金（令和７年九州運輸
局最低賃金公示第４号）及び九州漁業（大中型ま
き網）最低賃金（平成９年九州運輸局最低賃金公
示第８号）の改正の決定について調査審議を行う
ため、最低賃金法（昭和34年法律第137号）第37

条第３項において準用する同法第25条第５項の規
定により、本事案について関係船員及び関係使用
者の意見を聴くので、意見を述べようとする者は、
意見を記載した書面（様式任意）に意見提出者の
氏名又は名称及び連絡先を付記して、本日から15
日以内に九州運輸局海事振興部船員労政課「郵便
番号8120013福岡県福岡市博多区博多駅東二丁
目11番１号」あて提出されたい。
１ 事案の要旨 最低賃金法第35条第７項の規定
に基づく、下記３に掲げる船舶所有者に使用さ
れている船員であって、下記３に掲げる船舶に
乗り組む者に係る特定最低賃金の改正の決定に
ついて
２ 適用する地域 九州運輸局の管轄区域
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測 量 及 び 調 査 を

行 っ た 者 の 名 称

申 請 を 行 っ た 者 の

名 称 地 図 及 び 簿 冊 の 名 称 測 量 及 び 調 査 を 行 っ た 地 域

石 川 県 石 川 県 知 事 県 営 ほ 場 整 備 事 業 （ 耕 作 放

棄 地 防 止 型 ） 俵 地 区 の 土 地

改 良 事 業 に 係 る 確 定 測 量 図

及 び 調 査 簿

石 川 県 金 沢 市 俵 町 の 一 部

石 川 県 石 川 県 知 事 県 営 ほ 場 整 備 事 業 （ 耕 作 放

棄 地 防 止 型 ） 那 谷 地 区 の 土

地 改 良 事 業 に 係 る 確 定 測 量

図 及 び 調 査 簿

石 川 県 小 松 市 那 谷 町 、 菩 提

町 の 各 一 部

大 牟 田 市 大 牟 田 市 長 福 岡 県 大 牟 田 市 笹 林 町 一 丁

目 １ １ 外 ６ 筆 測 量 ・ 登 記

申 請 業 務 委 託 境 界 確 定 図

及 び 調 査 簿

福 岡 県 大 牟 田 市 笹 林 町 一 丁

目 、 曙 町 、 有 明 町 二 丁 目 、

不 知 火 町 一 丁 目 の 各 一 部

平 戸 市 平 戸 市 長 鯛 の 鼻 地 区 第 ２ 工 区 平 板

確 定 図 及 び 調 査 簿

長 崎 県 平 戸 市 深 川 町 、 朶 の

原 町 、 紐 差 町 、 大 石 脇 町 及

び 獅 子 町 の 各 一 部

北 海 道 北 海 道 知 事 農 業 競 争 力 強 化 農 地 整 備 事

業 兵 村 北 地 区 確 定 測 量

図 及 び 調 査 簿

旭 川 市 東 旭 川 町 上 兵 村 及 び

東 旭 川 町 下 兵 村 の 各 一 部

北 海 道 北 海 道 知 事 農 業 競 争 力 強 化 農 地 整 備 事

業 中 士 別 第 １ 地 区 確 定

測 量 図 及 び 調 査 簿

士 別 市 中 士 別 町 の 一 部

埼 玉 県 地 域 整 備

事 務 所

埼 玉 県 地 域 整 備 事

務 所 長

富 士 見 市 上 南 畑 地 区 産 業 団

地 整 備 事 業 で 作 成 し た 地 図

及 び 調 査 簿

埼 玉 県 富 士 見 市 大 字 鶴 馬

（ 元 苗 間 分 ） 字 大 沼 の 一 部 、

大 字 鶴 馬 （ 元 大 井 分 ） 字 大

沼 の 一 部 、 大 字 上 南 畑 字 蛇

木 の 一 部 、 大 字 上 南 畑 字 申

塚 の 一 部 、 大 字 上 南 畑 字 九

反 所 の 一 部 、 山 室 １ 丁 目 の

一 部

山 形 市 山 形 市 長 山 形 北 イ ン タ ー 産 業 団 地 開

発 事 業 に 係 る 出 来 形 確 認 測

量 図 及 び 調 査 簿

山 形 県 山 形 市 寺 西 の 一 部 、

千 石 の 一 部 、 西 越 の 一 部

独 立 行 政 法 人 都

市 再 生 機 構 東 日

本 都 市 再 生 本 部

独 立 行 政 法 人 都 市

再 生 機 構 理 事 長

横 浜 市 鶴 見 一 丁 目 地 区 防 災

公 園 街 区 整 備 事 業 地 図 及 び

調 査 簿

神 奈 川 県 横 浜 市 鶴 見 区 鶴 見

一 丁 目

身 延 町 身 延 町 長 旧 身 延 中 学 校 用 地 測 量 業 務

委 託 で 作 成 し た 調 査 図 及 び

調 査 簿

山 梨 県 南 巨 摩 郡 身 延 町 大 字

梅 平 の 一 部
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 前項の地域内に主たる船員の労務管理の事
務を行う事務所を有する船員法第１条に規定
する船舶の所有者（船員法第５条の規定に基
づき、船舶所有者に関する規定の適用を受け
る者を含む。）のうち、次に掲げる漁業の用に
供する漁船の船舶所有者
 底びき網漁業（漁業の許可及び取締り等
に関する省令（昭和38年農林省令第５号）
第２条第１号及び第２号に掲げる漁業をい
う。）
 大中型まき網漁業（漁業の許可及び取締
り等に関する省令第２条第７号に掲げる漁
業をいう。）

令和８年 10 月 16 日
九州地方交通審議会会長 柴戸 隆成

国 家 試 験

国 土 調 査 法 に 基 づ く 国 土 調 査 と 同 一 の 効 果 が あ る も の と し て の 指 定 の 公 告

国 土 調 査 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 十 九 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 地 図 及 び 簿 冊 を

同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 認 証 さ れ た 国 土 調 査 の 成 果 と 同 一 の 効 果 が あ る も の と し て 令 和 八 年 九 月 三 十

日 付 け で 指 定 し た の で 、 同 条 第 八 項 の 規 定 に 基 づ き 公 告 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

４．試験コード
ＫＢ26Ｈ01

５．受験手数料
5400円に相当する収入印紙等

６．受付期間
令和８年10月16（金）から令和８年11月16日
（月）まで。なお、窓口での申請の場合は、同
期間（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）の午前
９時から午後４時までとし、郵送による申請の
場合は、令和８年11月16日（月）の消印のある
ものまで有効とする。
７．合格者の発表日時及び場所
合格者の発表は、令和９年１月13日（水）午
前８時30分に国土交通省海事局及び神戸運輸監
理部海上安全環境部船員労働環境・海技資格課
において発表する。
８．その他
受験手続の詳細については、国土交通省
ホームページ（https://www.mlit.go.jp/about/
file000070.html）に掲載する受験案内を確認し、
不明な点がある場合は、国土交通省海事局船員
政策課又は神戸運輸監理部海上安全環境部船員
労働環境・海技資格課に問い合わせ可能であ
る。

令和８年度の衛生管理者試験の実施に関する公示
船員法に基づく船舶に乗り組む医師及び衛生管
理者に関する省令（昭和37年運輸省令第43号）第
11条の規定に基づき、令和８年度の衛生管理者試
験の実施について次のとおり公示する。
令和８年 10 月 16 日

国土交通大臣 井林 辰憲
１．試験日及び時間
令和８年12月１日（火）
筆記試験（労働生理、船内衛生、食品衛生、

疾病予防、保健指導、薬物、労働
衛生法規）
10：00～12：00（２時間）

実技試験（救護処置、看護法）
13：30～17：00（３時間30分）

２．試験地
兵庫県神戸市
神戸運輸監理部（兵庫県神戸市中央区波止場
町１１神戸第２地方合同庁舎）

３．受験手続
e‑Gov電子申請又は窓口若しくは郵送により
申請を行うこと。
窓口又は郵送により申請を行う場合は、衛生
管理者試験受験申請書に必要事項を記入し、神
戸運輸監理部海上安全環境部船員労働環境・海
技資格課（兵庫県神戸市中央区波止場町１１
神戸第２地方合同庁舎）に申請書を提出するこ
と。
なお、郵送により申請する場合は、書留郵便
にて送付すること。
また、郵送による受験票の交付を希望する場
合は、定形郵便用サイズで宛先を記載した返信
用封筒及び郵便切手460円分を同封すること。
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諸 事 項
信託会社等営業保証金取戻し
公告

信託会社等営業保証金規則（平成16年内閣府・
法務省令第２号）第13条第２項の規定により次の
ように公示する。
１．供託者の商号 株式会社あおぞら銀行
２．住所 東京都千代田区麹町六丁目１番地１
３．代表者の氏名 大見 秀人
４．取戻しをしようとする営業保証金の額
10000000円

５．上記の者（登録番号関東財務局長（自信２）
第４号）の営業保証金につき、信託業法第50条
の２第12項の規定により適用する同法第11条第
６項の権利を有する者は、令和９年４月19日ま
でに信託会社等営業保証金規則様式第５による
申出書に権利を有することを証する書面を添え
て関東財務局理財部金融監督第一課に提出され
たい。
６．前号の期間内に申出書の提出がないときは、
配当手続から除斥される。
令和８年 10 月 16 日

関東財務局長 彦谷 直克

観光施設財団
沖縄県名護市大中一丁目19番24号株式会社ジャ
パンエンターテイメントの観光施設財団に国頭郡
今帰仁村字呉我山中山原553番地１ＪＵＮＧＬＩ
Ａ ＯＫＩＮＡＷＡの機械、器具等を追加する変
更登記申請に係る動産につき権利を有する者、差
押、仮差押又は仮処分債権者は、本日から32日以
内に権利を申し出て下さい。
令和８年 10 月 16 日

那覇地方法務局名護支局
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相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告
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失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告
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除 権 決 定

破産手続開始
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破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間
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破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間
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破産手続終結

債権者集会招集

書面による計算報告
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特別清算終結
令和８年（ヒ）第２０１１号
東京都目黒区八雲３丁目２３番２０号
清算株式会社 世田谷商事株式会社
１ 決定年月日 令和８年10月１日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

東京地方裁判所民事第２０部

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第１００１号
鳥取県米子市皆生温泉四丁目１８番４５号
清算株式会社 株式会社ＫＧＨ整理会社
代表清算人 伊坂 明
１ 決定年月日 令和８年８月３１日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１ 清算株式会社は、別紙債権者一覧表の「協
定債権者」欄記載の各協定債権者に対し、保
有する現金預金の合計額から、租税債権及び
清算手続を遂行するために必要な経費・費用
の額を控除した後の残額を、本協定の認可の
決定が確定した日から１か月以内に、各協定
債権者が指定する銀行口座に振り込み送金す
る方法（送金手数料は清算株式会社の負担）
により、各協定債権額に応じて按分された同
別紙の「弁済額」欄記載の金員を弁済する。
２ 前項の各協定債権者は、前項の金員の弁済
を受けたときは、清算株式会社に対し、各協
定債権の総額から各弁済額を控除した残額に
つき、その債務の全額を免除する。

３ 第１項の弁済後、清算株式会社に新たな財
産が発見されたときは、清算株式会社は、こ
れを速やかに換価し、各協定債権者に対し、
換価代金から必要な経費・費用を控除した残
額を各協定債権額の割合に応じて弁済する。
この場合においては、各協定債権者が前項の
規定により行った残債務の免除は、新たにさ
れた弁済の限度で効力を失うものとする。

（別紙省略）
鳥取地方裁判所米子支部

令和８年（ヒ）第２０１９号
東京都中央区日本橋本町３丁目３番６号
清算株式会社 株式会社マリンナノファイバー
代表清算人 酒向伸幸
１ 決定年月日 令和８年９月29日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１通則
（１）債権の合算
本協定による権利の変更、弁済額の算定にあ

たっては、債権の種類、発生日、発生原因等の如
何にかかわらず、債権者ごとにすべての債権を合
算して１つの債権とみなす。ただし、ＣＨＥＭＩ
ＰＡＺ株式会社（以下「ＣＨＥＭＩＰＡＺ」とい
う。）の有する協定債権については、金銭消費
貸借契約に基づく貸付債権１億３５００万円並び
にこれに対する利息債権及び遅延損害金債権（こ
れらの債権を以下「劣後化対象債権」という。）
のみを合算して１つの債権とし（合算された後に
おいては、劣後化対象債権を合算して１つの債権
とした当該債権を以下「合算後劣後化対象債権」
という。）、劣後化対象債権以外の債権（以下「通
常債権」という。）を別途合算して１つの債権と
し（合算された後においては、通常債権を合算し
て１つの債権とした当該債権を以下「合算後通常
債権」という。）、これらの合算後において、合算
後劣後化対象債権と合算後通常債権の２つの債権
として扱う。
（２）弁済の場所
本協定における弁済は、協定債権者が別途指定
する金融機関の口座に振り込む方法により実施す
る。なお、振込手数料は清算株式会社の負担とす
る。
（３）弁済における端数の切り捨て
弁済金の計算にあたっては、１円未満の端数は
切り捨てる。

（４）源泉徴収税額の控除
弁済金の支払にあたって源泉徴収が必要となる
場合、清算株式会社は、後記２に基づき算出され
た弁済金額から、法令に基づく源泉徴収を行った
後の残額を協定債権者に支払うものとし、源泉徴
収した税額については法令に従って納付を行うも
のとする。
２協定債権の取扱い
（１）株式会社日本政策金融公庫及びＣＨＥＭＩ
ＰＡＺ以外が有する協定債権の弁済
株式会社日本政策金融公庫（以下「公庫」とい
う。）及びＣＨＥＭＩＰＡＺ以外の協定債権者の
有する協定債権については、協定認可決定の確定
後１か月以内に、その全額を支払う。
（２）ＣＨＥＭＩＰＡＺが有する合算後通常債権
の弁済
ＣＨＥＭＩＰＡＺが有する合算後通常債権につ
いては、前記（１）の弁済後（前記（１）の弁済
を行った同日中における後の時間を含む。）、かつ
協定認可決定の確定後１か月以内に、その全額を
支払う。ただし、前記（１）の弁済後に残る弁済
可能資金が、ＣＨＥＭＩＰＡＺが有する合算後通
常債権の全額を弁済するのに不足する場合には、
弁済可能資金の全額を弁済する。
本（２）における「弁済可能資金」とは、清算
株式会社が弁済時において保有する現預金の額か
ら、以下の及びを控除した後の残額をいうも
のとする。
弁済時において未払いの共益的債権及び優先債
権（特別清算手続その他清算業務を遂行するため
に必要な費用等の共益的な債権、国税徴収法また
はその例により徴収することができる債権及び裁
判所から支払の許可を受けた債権をいう。）の全
額
前記（１）に基づく弁済額
（３）公庫の有する協定債権及びＣＨＥＭＩＰＡ
Ｚの有する合算後劣後化対象債権の弁済
公庫の有する協定債権の元本及びＣＨＥＭＩＰ
ＡＺの有する合算後劣後化対象債権の元本につい
ては、前記（２）の弁済後（前記（２）の弁済を
行った同日中における後の時間を含む。）、かつ協
定認可決定の確定後１か月以内に、弁済可能資金
を弁済原資として、公庫の協定債権及びＣＨＥＭ
ＩＰＡＺの合算後劣後化対象債権の各元本額で按
分して支払う。ただし、弁済可能資金が０円の場
合は、本（３）に基づく弁済は行わないものとし、

清算株式会社は、公庫及びＣＨＥＭＩＰＡＺに対
し、本（３）に基づく弁済を行わない旨を通知す
るものとする。
本（３）における「弁済可能資金」とは、清算
株式会社が弁済時において保有する現預金の額か
ら、以下の及びを控除した後の残額をいうも
のとする。
弁済時において未払いの共益的債権及び優先債
権（特別清算手続その他清算業務を遂行するため
に必要な費用等の共益的な債権、国税徴収法また
はその例により徴収することができる債権及び裁
判所から支払の許可を受けた債権をいう。）の全
額
前記（１）及び（２）に基づく弁済額
（４）協定債権の免除
公庫及びＣＨＥＭＩＰＡＺの有する協定債権の
うち、前記（３）の弁済後の元本の残額並びに利
息及び遅延損害金の全額（前記（３）における弁
済可能資金が０円となり、前記（３）に基づく弁
済を行わない場合は、前記（２）の弁済後の元本
の残額並びに利息及び遅延損害金の全額とする。）
について、前記（３）の弁済日（前記（３）にお
ける弁済可能資金が０円となり、前記（３）に基
づく弁済を行わない場合は、前記（３）に基づく
弁済を行わない旨を通知した日とする。）におい
て、その免除を受ける。
（５）新たな財産が発見された場合の取扱い
協定債権の免除の後、清算株式会社に新たな財
産が発見された場合であって、当該財産が換価可
能であり、かつ、換価により弁済原資が発生する
と認められるときには、清算株式会社は、公庫及
びＣＨＥＭＩＰＡＺと協議の上、当該財産を換価
し、換価代金から一般の先取特権その他の一般
の優先権がある債権、特別清算の手続のために
清算株式会社に対して生じた債権及び特別清算
の手続に関する清算株式会社に対する費用請求権
の合計額を控除した残額を、公庫及びＣＨＥＭＩ
ＰＡＺに対して、各協定債権の元本額（前記（４）
に基づく免除の直前の金額をいう。）の割合に応
じて按分して弁済する（ただし、ＣＨＥＭＩＰＡ
Ｚが有する合算後通常債権が前記（４）に基づく
免除の対象となっていた場合には、まず、ＣＨＥ
ＭＩＰＡＺが有していた合算後通常債権の弁済を
行い、合算後通常債権の免除額に充つるまで弁済
した後に、なお残額があれば、公庫及びＣＨＥＭ
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再生手続終結

小規模個人再生による再生手
続開始

ＩＰＡＺに対して、各協定債権の元本額（公庫に
ついては前記（４）に基づく免除の直前の金額を
いい、ＣＨＥＭＩＰＡＺについては前記（４）に
基づく免除の直前の合算後劣後化対象債権をい
う。）の割合に応じて按分して弁済する。）。この
場合、前記（４）に基づく債務免除の効力は、当
該弁済額の範囲で遡って失われるものとする。
以 上

東京地方裁判所民事第２０部

更生手続開始
令和８年（ミ）第８号
北海道北斗市萩野３５番地４
更生会社 八潮運輸株式会社
代表者代表取締役 小滝博一
１ 決定年月日時 令和８年１０月１日午前９時
２ 主文 八潮運輸株式会社について更生手続を
開始する。
３ 管財人 三枝知央
４ 更生会社の債務者及び更生会社の財産を所持
している者は、更生会社（代表取締役）に債務
を弁済し、又はその財産を交付してはならない。
５ 更生債権等の届出をすべき期間の終期 令和
８年１１月２日
６ 更生債権等の一般調査期間 令和９年２月８
日から令和９年２月１５日まで
７ 更生会社、届出をした更生債権者等又は株主
が更生計画案を提出することができる期間の終
期 令和９年２月２２日
８ 管財人が更生計画案を提出すべき期間の終期
令和９年３月１日

東京地方裁判所民事第２０部

再生計画認可

更生手続における破産法によ
る保全管理命令

令和８年（ミ）第２号
大阪市中央区内本町一丁目２番８号ＴＳＫビル
８階
開始前会社 株式会社ＪＯＢ ｃｏｎｎｅｃｔ
１ 主文 株式会社ＪＯＢ ｃｏｎｎｅｃｔにつ
いて保全管理人による管理を命ずる。
２ 保全管理人 大阪市北区中之島二丁目３番18
号中之島フェスティバルタワー27階 弁護士法
人大江橋法律事務所
弁護士 野上 昌樹
令和８年10月１日

大阪地方裁判所第６民事部

令和８年（ミ）第１号
大阪市中央区内本町一丁目２番８号ＴＳＫビル
８階
開始前会社 株式会社絆ホールディングス
１ 主文 株式会社絆ホールディングスについて
保全管理人による管理を命ずる。
２ 保全管理人 大阪市北区中之島二丁目３番１
８号中之島フェスティバルタワー27階 弁護士
法人大江橋法律事務所
弁護士 野上 昌樹
令和８年10月１日

大阪地方裁判所第６民事部
令和８年（ミ）第３号
大阪市中央区内本町１丁目２番８号ＴＳＫビル
８階
開始前会社 株式会社レーヴ
１ 主文 株式会社レーヴについて保全管理人に
よる管理を命ずる。
２ 保全管理人 大阪市北区中之島２丁目３番18
号中之島フェスティバルタワー27階 弁護士法
人大江橋法律事務所
弁護士 野上 昌樹
令和８年10月１日

大阪地方裁判所第６民事部
令和８年（ミ）第４号
大阪市中央区内本町一丁目２番８号ＴＳＫビル
８階
開始前会社 株式会社リベラーラ
１ 主文 株式会社リベラーラについて保全管理
人による管理を命ずる。
２ 保全管理人 大阪市北区中之島二丁目３番18
号中之島フェスティバルタワー27階 弁護士法
人大江橋法律事務所
弁護士 野上 昌樹
令和８年10月１日

大阪地方裁判所第６民事部

令和８年（ミ）第1号
大阪市中央区内本町一丁目２番８号ＴＳＫビル
８階
開始前会社 株式会社絆ホールディングス
主文 すべての債権者は、破産手続開始の決定が
あるまでの間、開始前会社の財産に対し、強制執
行等及び国税滞納処分（国税滞納処分の例による
処分を含み、交付要求を除く。）をしてはならな
い。
令和８年10月１日

大阪地方裁判所第６民事部
令和８年（ミ）第３号
大阪市中央区内本町１丁目２番８号ＴＳＫビル
８階
開始前会社 株式会社レーヴ
主文 すべての債権者は、破産手続開始の決定が
あるまでの間、開始前会社の財産に対し、強制執
行等及び国税滞納処分（国税滞納処分の例による
処分を含み、交付要求を除く。）をしてはならな
い。
令和８年10月１日

大阪地方裁判所第６民事部
令和８年（ミ）第４号
大阪市中央区内本町一丁目２番８号ＴＳＫビル
８階
開始前会社 株式会社リベラーラ
主文 すべての債権者は、破産手続開始の決定が
あるまでの間、開始前会社の財産に対し、強制執
行等及び国税滞納処分（国税滞納処分の例による
処分を含み、交付要求を除く。）をしてはならな
い。
令和８年10月１日

大阪地方裁判所第６民事部

更生手続における破産法によ
る包括的禁止命令

令和８年（ミ）第２号
大阪市中央区内本町一丁目２番８号ＴＳＫビル
８階
開始前会社 株式会社ＪＯＢ ｃｏｎｎｅｃｔ

主文 すべての債権者は、破産手続開始の決定が
あるまでの間、開始前会社の財産に対し、強制執
行等及び国税滞納処分（国税滞納処分の例による
処分を含み、交付要求を除く。）をしてはならな
い。
令和８年10月１日

大阪地方裁判所第６民事部
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小規模個人再生による再生手
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給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告
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所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 七 月 二 十 八 日

掲 載 頁 五 十 六 頁 （ 号 外 第 一 六 八 号 ）

（ 乙 ） 確 定 し た 最 終 事 業 年 度 は あ り ま せ ん 。

令 和 八 年 十 月 十 六 日

東 京 都 港 区 六 本 木 三 丁 目 一 六 番 一 五 号

（ 甲 ） Ｂ ｒ ｉ ｄ ｇ ｅ ｐ ｒ ｏ ｐ ｅ ｒ ｔ ｙ

株 式 会 社
代 表 取 締 役 福 田 和 泉

東 京 都 千 代 田 区 神 田 小 川 町 三 丁 目 二 六 番 八

号 神 田 小 川 町 三 丁 目 ビ ル 六 階

（ 乙 ） Ｂ ｒ ｉ ｄ ｇ ｅ ｐ ｒ ｏ ｐ ｅ ｒ ｔ ｙ

株 式 会 社
代 表 取 締 役 福 田 和 泉

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

効 力 発 生 日 は 令 和 九 年 一 月 一 日 で あ り 、 本 合 併

は 、 甲 乙 両 社 に お い て 株 主 総 会 の 承 認 決 議 を 経 ず 、

令 和 八 年 九 月 二 十 九 日 に 決 定 し て お り ま す 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 金 融 商 品 取 引 法 に よ る 有 価 証 券 報 告 書 提 出

済 。

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 八 月 十 八 日

掲 載 頁 五 〇 頁 （ 号 外 第 一 八 四 号 ）

令 和 八 年 十 月 十 六 日

東 京 都 中 央 区 京 橋 二 丁 目 五 番 一 八 号

（ 甲 ） 日 本 精 蠟 株 式 会 社

代 表 取 締 役 瀧 本 丈 平

茨 城 県 稲 敷 郡 阿 見 町 吉 原 三 五 八 〇 番 二

（ 乙 ） テ ク ノ ワ ッ ク ス 株 式 会 社

代 表 取 締 役 井 手 元 伸 一

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

な お 、 甲 は 会 社 法 第 七 九 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ

り 、 株 主 総 会 の 承 認 決 議 を 経 ず に 合 併 い た し ま す 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 く だ さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ）https://unisia.co.jp/ir/notice/

（ 乙 ）https://unisia.co.jp/ir/notice/

令 和 八 年 十 月 十 六 日

東 京 都 品 川 区 東 五 反 田 一 丁 目 七 番 六 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 串 カ ツ 田 中

代 表 取 締 役 貫 啓 二

福 岡 県 福 岡 市 中 央 区 渡 辺 通 二 丁 目 六 番 一 二

号 （ 乙 ） 株 式 会 社 Ｅ Ｔ Ｏ Ｈ Ａ Ｌ Ａ Ｂ

代 表 取 締 役 大 須 賀 伸 博


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務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

信
濃
毎
日
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
三
十
日

掲
載
頁

十
九
頁

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
六
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
十
六
日

長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
大
字
長
倉
二
一
四
八

番
地

（
甲
）
株
式
会
社
星
野
リ
ゾ
ー
ト

代
表
取
締
役

十
川

隆

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
一
一
番
一
号
東
京
橋

ビ
ル
二
階

（
乙
）
株
式
会
社
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト

代
表
取
締
役

米
内
山

泰

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
二
十
五
日
で
あ
り
、

甲
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
及
び
乙
の
総
社
員
の
同
意
は

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
一
日

掲
載
頁

一
五
七
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

令
和
八
年
十
月
十
六
日

大
阪
市
中
央
区
平
野
町
四
丁
目
八
番
五
号

（
甲
）
舟
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
田

亘

大
阪
市
中
央
区
平
野
町
四
丁
目
八
番
五
号

（
乙
）
合
同
会
社
Ｌ
．
Ｉ
．
Ｂ

代
表
社
員

西
田

亘

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

掲
載
頁

七
十
頁
（
号
外
第
一
九
〇
号
）

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
住
吉
一
丁
目
二
番
二
五
号

（
甲
）
福
岡
地
所
株
式
会
社

代
表
取
締
役

榎
本

一
郎

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
住
吉
一
丁
目
二
番
二
五
号

（
乙
）
有
限
会
社
秋
吉
建
材
店

取
締
役

中
山

皇

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
と
く
エ
ネ
、
と

く
エ
ネ
（
Ａ
）、
Ｍ
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
（
エ
ム
ス
マ
）
に
係
る

一
括
受
電
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
公
告
し
ま

す
。こ

の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
七
日

掲
載
頁

四
頁

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

一
六
六
頁
（
号
外
第
一
五
五
号
）

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
八
番
一
号
丸
の

内
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー
Ｎ
館
十
四
階

（
甲
）
レ
ジ
ル
株
式
会
社

（
法
人
番
号

3010001256983

）

代
表
取
締
役

丹
治

保
積

東
京
都
港
区
愛
宕
二
丁
目
五
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ッ
ト
・
ジ
ャ

パ
ン

（
法
人
番
号

6011001048311

）

代
表
取
締
役

野
本

修
司

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
管
理
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
す
。

こ
の
吸
収
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.en
eo
s.co
.jp
/co
m
p
a
n
y
/

p
u
b
lic̲n

o
tice.h

tm
l

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
一
番
二
号

（
甲
）
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

山
口

敦
治

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
一
番
二
号

（
乙
）
東
燃
化
学
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
株
式
会
社

職
務
執
行
者

杉
本

伸
之

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
乙
）
は
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
を
効
力
発
生

日
と
し
て
、
吸
収
分
割
に
よ
り
株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
パ
ッ

ド
（
甲
、
住
所
東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
一
番
一
号
）

の
プ
ロ
ダ
ク
ト
ビ
ジ
ネ
ス
な
ら
び
に
関
連
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.b
ra
in
p
a
d
.co
.jp
/

（
乙
）h

ttp
s://tim

etech
n
o
lo
g
ies.ltd

/

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
一
番
一
号

株
式
会
社
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ

ｅ
ｓ

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

柴
田

剛

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
が
営
む
全
て
の
事

業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

毎
日
新
聞
北
九
州
版

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
十
一
頁

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
一
二
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
十
月
十
六
日

北
九
州
市
門
司
区
小
森
江
三
丁
目
一
二
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
九
鉄
ビ
ル
ト

代
表
取
締
役

大
音

吉
広

福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
一
三
番
一
〇
九
号

（
乙
）
Ｊ
Ｒ
九
州
住
宅
株
式
会
社

代
表
取
締
役

島
野

英
明

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
Ｋ

Ａ
ｓ
ｓ
ｅ

ｔ
株
式
会
社
（
住
所

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
高
島
二
丁

目
七

二

二
四
〇
九
）
に
対
し
て
当
社
の
不
動
産
投
資

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

当
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
一
月
十

六
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
五
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
十
六
日

神
奈
川
県
相
模
原
市
南
区
相
南
四
丁
目
二
三
番
一

五
号
二
階

地
研
テ
ク
ノ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

池
冨

隆
秀

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

群
馬
県
高
崎
市
剣
崎
町
一
一
五
二
番
地
一
ブ
ラ
ン

ズ
剣
崎
二
〇
二

合
同
会
社
Ｒ
ｉ
ｐ
ｔ
ｕ
ｓ

代
表
社
員

尾
髙

陽
向

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

千
葉
県
佐
倉
市
上
志
津
原
一
四
三
番
地
二
九

合
同
会
社
ハ
イ
ビ
ス

代
表
社
員

松
岡

真
文

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
江
東
区
佐
賀
一
丁
目
九

一
二
サ
ガ
フ

ラ
ッ
ト
六
〇
四

合
同
会
社
Ｌ
ｉ

Ｌ
ｉ

代
表
社
員

野

春
香





令和年月日 金曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、

組
織
変
更
後
の
商
号
は
高
岡
壮
一
郎
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株

式
会
社
と
し
ま
す
。
こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権

者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
港
区
南
青
山
一
丁
目
三
番
一

合
同
会
社
髙
岡
壮
一
郎
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
社
員

髙
岡
壮
一
郎

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二

一
九

一
五
宮
益
坂
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
六
〇
九

合
同
会
社
コ
バ
ヤ
シ
プ
ロ

代
表
社
員

小
林

竜
大

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
小
杉
町
一

五
二
六

八
ス
カ
イ
コ
ー
ト
武
蔵
小
杉
二
〇
一
室

Ｅ
ｎ
ｄ
ｅ

Ｆ
ｌ
ｕ
ｓ
ｓ
ｅ
ｓ
合
同
会
社

代
表
社
員

林

界
宏

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

熊
本
県
合
志
市
豊
岡
五
一
番
地
一

合
同
会
社
豊
岡
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

代
表
社
員

倉
本

誠
雄

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
千
百
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

本
件
は
計
数
の
整
理
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
出
資
の
払

戻
し
を
伴
い
ま
せ
ん
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

福
島
県
相
馬
市
中
村
字
大
手
先
九
番
地

合
資
会
社
錦
尚
堂

代
表
社
員

武
島

智
宏

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
百
万
円
減
少
し
九
百
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

栃
木
県
宇
都
宮
市
西
一
丁
目
二
番
二
号

有
限
会
社
マ
ル
シ
ン
靴
店

代
表
取
締
役

五
十
嵐

賢

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
十
六
億
五
千
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
一
日

掲
載
頁

九
十
七
頁
（
号
外
第
一
二
一
号
）

令
和
八
年
十
月
十
六
日

千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
五
番
地
一

イ
オ
ン
Ｃ
Ｒ
Ｅ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

岡
﨑

龍
馬

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
一
億
二
千
五
百
万
円
減
少
し
、

減
少
す
る
資
本
金
の
額
の
全
額
を
資
本
準
備
金
と
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

掲
載
頁

十
一
頁

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
丁
目
三
番
五
号

Ｍ
ｐ
ａ
ｔ
ｈ
ｙ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

杉
江

陸

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
百
五
十
一
万
一
千
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
大
田
区
大
森
北
一
丁
目
一
番
七
号

有
限
会
社
プ
ロ
パ
テ
ィ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ

取
締
役

石
橋
隆
太
郎

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
三
千
八
百
万
円
減
少
し

一
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
七
日

掲
載
頁

一
三
八
頁
（
号
外
第
一
六
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
三
〇
番
地

一
三

ダ
イ
ナ
エ
ア
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

立
山

潤

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
〇
六
九
万
一
六
〇
円
減
少

し
九
〇
〇
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
四
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
に
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
港
区
赤
坂
九
丁
目
四
番
一

三
四
〇
五
号

株
式
会
社
大
森
商
会

代
表
取
締
役

大
森

友
真

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
億
八
千
九
百
七
十
四
万
九

千
百
九
十
二
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://co

rp
.m
o -v
u
s.co
m
/

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
三
丁
目
一
二
番
四
号
第

一
岸
ビ
ル
四
、
五
Ｆ

ｍ
ｏ
ｖ
ｕ
ｓ

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
ｓ

株
式
会
社

代
表
取
締
役

酒
井

丈
虎

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
四
百
二
十
八
万
五

千
円
減
少
し
て
五
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/co
m
p
a
n
ies/

60545/a
n
n
o
u
n
ces

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
二
丁
目
二
番
一
号

コ
ロ
ニ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

清
水

勇
樹

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
し
、
六
千
八

百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

横
浜
市
西
区
中
央
二
丁
目
二
五
番
一
八
号

有
限
会
社
伊
藤
広
志

代
表
取
締
役

伊
藤

広
志

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
十
二
億
円
減
少
し
十
億
三

千
七
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
二
十
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
三
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
九
十
五
号
）

令
和
八
年
十
月
十
六
日

神
奈
川
県
横
浜
市
都
筑
区
中
川
中
央
一
丁
目
九
番

三
二
号

ボ
ッ
シ
ュ
・
レ
ッ
ク
ス
ロ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
中

学





令和年月日 金曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
百
万
円
減
少
し
百
万
円
と
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

新
潟
県
南
蒲
原
郡
田
上
町
大
字
羽
生
田
一
九
番
地
一

合
同
会
社
Ｓ
Ｋ
Ｙ
ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ

代
表
社
員

酒
井

靖
友

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
二
一
八
号
）

令
和
八
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
一
宮
市
浅
野
字
大
西
東
七
三
番
地
二

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

代
表
取
締
役

寺
西

康
秀

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
億
五
千
二
百
六
十
三
万
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
一
〇
〇
番
地
の
二
二

有
限
会
社
い
ざ
わ

代
表
取
締
役

伊
澤

昌
宏

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
五
億
九
千
五
百
六
十

一
万
四
百
七
十
六
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
六
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
四
丁
目
二
番
一
号
銀
座
教
会

堂
ビ
ル
八
階

Ｍ
Ｃ
Ｍ

Ｆ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金

武
賢

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
七
千
五
百
九
万
六
千
九

百
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
三
億
七
千
五
百
九
万
六
千
九

百
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
八
日

掲
載
頁

一
〇
四
頁
（
号
外
第
一
〇
三
号
）

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
二
番
一
号

株
式
会
社
ア
ル
ダ
グ
ラ
ム

代
表
取
締
役

長
濱

光

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
九
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
十
四
億
六
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
九
日

掲
載
頁

七
十
六
頁
（
号
外
第
一
五
四
号
）

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
八
丁
目
一
七
番
一
号

株
式
会
社
Ｙ
ｅ
ｎ
ｙ

代
表
取
締
役

竹
谷

直
彦

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

債
権
者

各
位

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
四
日
開
催
の
取
締
役
会
に

お
い
て
、
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
を
も
っ
て
、
資
本
金

の
額
を
二
億
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
億
円
減
少
し
、

そ
れ
ぞ
れ
一
千
二
百
万
円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
同
時
に
株
式
の
発
行
に
よ
り
増
額
い

た
し
ま
す
の
で
、
効
力
発
生
日
後
の
資
本
金
及
び
資
本
準

備
金
の
額
は
、
同
日
前
を
下
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
株
主
総
会
の
決
議
を
経
ず
に
決
定
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

一
〇
六
頁
（
号
外
第
一
四
五
号
）

令
和
八
年
十
月
十
六
日

高
知
県
高
知
市
春
野
町
弘
岡
上
二
〇
〇
五
番
地
一

三
和
段
ボ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

井
上

典
久

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
五
百
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
四
千
五
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
六
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
十
六
日

長
崎
県
雲
仙
市
小
浜
町
雲
仙
三
二
一
番
地

株
式
会
社
雲
仙
富
貴
屋

代
表
取
締
役

的
場

健
生

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
六
十
二
億
円
減
少
し
、

ま
た
、
募
集
株
式
の
発
行
に
よ
り
資
本
金
の
額
が
二
億
五

千
万
円
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
資
本
金
の
額
を

二
億
五
千
万
円
減
少
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
全
額
を
そ
の
他

資
本
剰
余
金
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
日

掲
載
頁

四
十
八
頁
（
号
外
第
九
十
二
号
）

令
和
八
年
十
月
十
六
日

沖
縄
県
那
覇
市
松
尾
二
丁
目
五
番
七
号

嘉
新
琉
球
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
本

龍
之

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
中
央
区
月
島
四
丁
目
四
番
四
号

株
式
会
社
ア
モ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役

久
保

修
治

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
二
丁
目
三
番
一
一
号

住
華
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
渕

訓
生

株
式
交
付
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
株
式
会
社
ヤ
マ
カ
山
加
運
輸
（
乙
、

住
所
札
幌
市
西
区
発
寒
十
三
条
十
四
丁
目
一
〇
七
九
番
地

一
〇
）、
株
式
会
社
北
斗
サ
プ
ラ
イ
（
丙
、
住
所
札
幌
市

西
区
発
寒
十
三
条
十
四
丁
目
一
〇
七
九
番
地
一
四
）、
札

幌
共
配
物
流
株
式
会
社
（
丁
、
住
所
札
幌
市
西
区
発
寒
十

三
条
十
四
丁
目
一
〇
七
九
番
地
一
四
）
を
株
式
交
付
子
会

社
と
す
る
株
式
交
付
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で

公
告
し
ま
す
。

こ
の
株
式
交
付
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
各
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
日
付
、
官
報
（
号
外
第
二
一
八
号
）

甲
は
七
十
二
頁
、
乙
は
七
十
三
頁
、
丙
及
び
丁
は
七
十
六

頁
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
一
号

マ
ル
ス
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

武
藤

修

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
李
フ
ン

が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
令
和

八
年
十
一
月
十
六
日
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
五
番
一
号
新
丸
の

内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一
〇
階
Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

株
式
会
社
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド

日
本
に
お
け
る
代
表
者

李

フ
ン





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）終り

か
ら

七
三

七
本
線

名
古
屋
本
線

令和年月日 金曜日 第号官 報
外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
石
田
泉

が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
一
番
一
号
明
治

安
田
生
命
ビ
ル
二
一
階
Ｇ
Ｔ
東
京
法
律
事
務
所
内

６
６
ト
ウ
キ
ョ
ウ
２
４
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
ル
エ
ル

シ
ー

日
本
に
お
け
る
代
表
者

石
田

泉

債
権
申
出
の
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
四
月
十
七
日
付
け
で
富
山
地
方
裁

判
所
か
ら
破
産
手
続
終
結
決
定
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
残
余
財
産
の
清
算
の
た
め
、
令
和
七
年
十
月
一
日
、

富
山
地
方
裁
判
所
（
令
和
七
年
（
ヒ
）
第
六
号
）
よ
り
、

当
職
が
清
算
人
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
一
億
円
減
少
し
十
七
億

二
千
五
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

h
ttp
s://fsp

n
.a
lterd

o
m
u
s.jp
/n
o
tices/

p
4rtb
m
p
p
/

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
三
番
二
号
郵
船

ビ
ル
ア
ル
タ
ー
ド
ム
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
内

Ｆ
Ａ
Ｌ

Ｎ
ｏ
．
１
Ｔ
Ｍ
Ｋ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

熊
谷

将
旭

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
万
円
減
少
し

六
十
二
億
五
千
三
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

h
ttp
s://fsp

n
.a
lterd

o
m
u
s.jp
/n
o
tices/

n
x
zjeu
2k
/

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
三
番
二
号
郵
船

ビ
ル
ア
ル
タ
ー
ド
ム
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
内

Ｆ
Ａ
Ｌ

Ｇ
ｉ
ｆ
ｕ

Ｔ
Ｍ
Ｋ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

栗
本

佳
宜

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
八
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ik
ei -h
o
m
e.co
m
/a
x
ess/

0078/in
d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

ア
ジ
ア
８
特
定
目
的
会
社

取
締
役

ベ
ネ
ッ
ト
佳
恵
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
一
億
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ik
ei -h
o
m
e.co
m
/a
x
ess/

0066/in
d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

ア
リ
エ
ス
特
定
目
的
会
社

取
締
役

ベ
ネ
ッ
ト
佳
恵
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
九
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://d
en
sh
ik
o
u
k
o
k
u
.co
m
/a
cref

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
〇
番
五
号
デ
ロ
イ
ト

ト
ー
マ
ツ
赤
坂
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

内

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
Ｌ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

上
田

新

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
四
千
八
百
五
十
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ik
ei -h
o
m
e.co
m
/

a
x
ess/0069/in

d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

ア
ジ
ア
７
特
定
目
的
会
社

取
締
役

ベ
ネ
ッ
ト
佳
恵
子

令
和
八
年
九
月
十
八
日
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十

三
号
（
都
市
計
画
に
関
す
る
件
）

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
億
九
千
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ik
ei -h
o
m
e.co
m
/a
x
ess/0106/

in
d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

ア
ジ
ア
リ
ビ
ン
グ
１
特
定
目
的
会
社

取
締
役

ベ
ネ
ッ
ト
佳
恵
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は

h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ik
ei -h
o
m
e.co
m
/a
x
ess/0077/in

d
ex
.

h
tm
l

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

Ｔ
ｅ
ｎ
ｊ
ｉ
ｎ
１
特
定
目
的
会
社

取
締
役

ベ
ネ
ッ
ト
佳
恵
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
四
十
四
億
六
千
四
百
七
十

万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

要
旨
は
、
令
和
八
年
四
月
六
日
付
官
報
の
号
外
第
八
十
一

号
五
十
九
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
一
番
一
号

Ｌ
Ａ
Ｏ
６
Ｊ
Ｐ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
排
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

富
山
市
田
畑
八
五
二
番
地
二
九

有
限
会
社
ダ
イ
ニ
チ
工
業

清
算
人

弁
護
士

春
山

然
浩

連
絡
先

富
山
市
堀
端
町
一
番
一
二
号

富
山
中
央
法
律
事
務
所


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